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石巻市との災害時相互応援協定 
締結に向けて 
まるがめ文化芸術祭2012 
意見募集（パブリックコメント） 
読書週間 図書館へ行こう 
今年は受けよう  特定健診 
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私の丸亀 
思い出の風景 笵 

土器町西 
寺尾智恵子さん 

聖池の夕景 

家の近くの聖池へよ

く散歩に行きます。

遠くに丸亀城を眺

め、聖池には常に水

が満々とたたえら

れ、季節や時間によ

って表情を変え楽し

ませてくれます。朝

の澄んだ空気もいい

ですが、私は夕映え

が好きで、飽きずに

眺めます。今回は夕

景を描いてみました。 

ひじり いけ 
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さ
て
、
市
は
将
来
起
こ
り
う
る
災
害
（
南
海
ト
ラ
フ
で

起
き
る
地
震
な
ど
）
に
備
え
て
、
防
災
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
が
、今
回
の
被
災
地
で
あ
り
、市
と
同
じ
よ
う
に
宮
城

県
の
第
２
の
都
市
の
石
巻
市
と
「
災
害
時
の
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
市
が
石
巻
市
に
呼
び
掛
け
た
も
の
で
、
石
巻
市

か
ら
も
「
現
在
、
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
の
は
、
近
県

が
多
い
。
四
国
の
丸
亀
市
な
ら
願
っ
て
も
な
い
」
と
同
意

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
す
と
、

災
害
発
生
時
に
、
食
料
、
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
、
車
両
、

職
員
、
宿
泊
で
き
る
施
設
な
ど
を
電
話
連
絡
で
要
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
緊
急
時
の
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
は
、
悲
し
い
体
験
を
し
た
石
巻
市
か
ら
、
貴
重

な
防
災
対
策
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

　
災
害
は
、
地
震
や
津
波
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
風
水
害
を
は
じ
め
予
期
で
き
な
い
「
天
災
」
に
「
絆
」

の
心
で
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
被
害
を
で
き
る
限
り
少

な
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

■石巻市基本データ 
人　　口　149,342人　 
面　　積　555.78平方襭襷��　 
人口密度　269人/平方襭襷�� 
市 の 木　クロマツ　 
市 の 花　ツツジ　　　  
■石巻市東日本大震災の被害概況 
死　　者　3,103人 
行方不明　488人 
浸水面積　73平方襭襷�� 
（市内の13.2％、中心市街地は全域が浸水） 
被災住家　全壊：22,357棟 
　　　　　半壊：11,021棟 
　　　　　一部損壊：20,364棟 
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平成23年10月本市の職員が訪問時に撮影した石巻市の様子 

津波到達時刻津波到達時刻で止まっている時計時計 津波到達時刻で止まっている時計 

支援物資の出発 

飲料水 
医療・防疫用品 

車両 職員 一時避難施設 

心のこもっ
た義援金 

給水車 

応援します。 
相互 

　
石
巻
市
桃
浦
の
洞
仙
寺
に
は
、
中
井
初
次
郎
（
丸
亀
市
出
身
）
の

墓
が
あ
り
ま
す
。
寺
は
津
波
で
全
壊
し
ま
し
た
が
、
墓
は
無
事
で
し

た
。
市
長
が
去
年
１０
月
、
被
災
地
訪
問
に
あ
わ
せ
墓
参
し
ま
し
た
。

市
ゆ
か
り
の
人
物
が
、
遠
く
離
れ
た
地
で
、
手
厚
く
葬
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
両
市
の
縁
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

中
井
初
次
郎
　
塩
飽
広
島
出
身
。
戊
辰
戦
争
で
旧
幕
府
軍
艦
、
開
陽

丸
に
航
海
士
と
し
て
乗
艦
。
石
巻
停
泊
中
に
、
艦
上
で
め
ま
い
を
起

こ
し
倒
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
享
年
３５
歳
。
葬
儀
に
は
、
榎
本
武
揚
や

土
方
歳
三
を
は
じ
め
2
千
人
が
参
列
し
た
と
あ
る
。 

塩
飽 

中
井
初
次
郎
航
海
士 

石
巻
市
に
眠
る 

幕末 



二
〇
一
二 

も
み
じ
編 

→広場、問い合わせ：丸亀市観光協会 蘂22-0331●「丸亀とっとの日」ＰＲイベント／日時：10月6日貍午後4時、場所：ＪＲ丸亀駅前→ 

　
県
展
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
展
覧

会
で
成
果
を
あ
げ
た
皆
さ
ん
な
ど
が

制
作
し
た
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

入
場
料
　
無
料 

 

前
期
展
　
書
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月
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貍
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豸
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〜
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５
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日
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日
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午
後
４
時
ま
で
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場
　
所
　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

生
花
展

 

日
　
時
　
11
月
３
日
豢
〜
４
日
豸
午

　
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は

　
午
後
４
時
ま
で
） 

場
　
所
　
４
階
講
座
室
１
・
２
・
４
、

　
５
階
視
聴
覚
教
室
、
小
ホ
ー
ル 

 

お
茶
会

 

日
　
時
　
11
月
３
日
豢
午
前 

　
９
時
半
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
２
階
大
広
間
　 

　
娯
楽
室
、
茶
室 

料
　
金
　
５
０
０
円 

45

　お城の周辺一帯で、城下町ならではの歴史

や文化と触れ合う様々な行事が行われます。

ゆったりと「秋の日曜日」をお楽しみください。 

蘆丸亀城百人一首かるた大会─────── 

延寿閣／午後1時～4時 

蘆お茶席（有料400円）────────── 

資料館前／午前10時～午後3時 

蘆京都嵯峨御流 彩の会────────── 

資料館前／午前9時～午後4時 

蘆邦楽演奏会────────────── 

資料館前／午前10時～午後4時 

蘆丸亀の古写真展──────────── 

大手一の門／午前9時半～午後4時半 

蘆丸亀城菊花展（10月21日豸～11月12日豺） 

大手門広場／午前9時半～午後4時半 

蘆丸亀城鉄砲隊公開演舞───────── 

番所長屋北芝生広場／午前10時半と午後0時半 

蘆昔懐かし日本の伝統芸飴細工────── 

うるし林／午前11時、午後１時、午後3時 

蘆お城うどん（有料300円）──────── 

城内動物園跡／午前10時～ 

（限定200食） 

丸
亀
藩
京
極
家
初
代
藩
主 

京
極
高
和
公
3
5
0
回
忌
物
語 

 丸
亀
城
・
こ
ん
ぴ
ら
街
道 

今
昔
物
語 

１０
月
6
日
貍
・
２７
日
貍
・
１１
月
１０
日
貍 

　
讃
岐
富
士
の
雄
姿
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
土
器
川
の
川
辺
の
ス
ス
キ
に
讃
州
丸
亀
の
秋
を

味
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
丸
亀
城
天
守
を
照
ら
す
月
の
光
。 

　
文
化
の
秋
、
芸
術
の
秋
…
…
市
内
各
地
で
行
わ
れ
る
文
化
の
祭
典
に
、
家
族
そ
ろ
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

文化観光課 蘂24-8822

ま
る
が
め
文
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芸
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祭
2
0
1
2

亀
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秋
物
語 

芸
能
フ
ェ
ス
タ 

丸
亀
２
０
１
２ 

箏
・
三
絃
・
尺
八
＆ 

コ
ー
ラ
ス
の
大
合
奏 

展
覧
会 

ま
る
が
め
文
化
芸
術
祭
主
催 

　
地
元
邦
楽
演
奏
家
に
よ
る
箏
・
三

絃
・
尺
八
の
演
奏
と
ゲ
ス
ト
を
お
迎

え
し
て
の
独
奏
。
最
後
は
コ
ー
ラ
ス

も
入
り
大
合
奏
を
お
届
け
し
ま
す
。 

出
演
団
体
　
グ
ル
ー
プ
セ
ー
リ
ン
グ
、

　
豊
島
和
惠
箏
曲
研
究
所
、
諒
箏
会
、

　
正
派
ま
さ
ご
会
、
竹
想
会
、
緑
菁

　
会
、
丸
亀
コ
ー
ロ
・
ア
ニ
ー
ロ
、

　
カ
メ
リ
ア
、
丸
亀
男
声
合
唱
団
コ

　
ー
ル
・
メ
ル 

日
　
　
時
　
11
月
18
日
豸
午
後
０
時

　
半
開
演
（
午
後
４
時
終
了
予
定
） 

場
　
　
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
２
０
０
０
円
（
中
学
生

　
以
下
無
料
）
全
席
自
由
席 

問
い
合
わ
せ
　
市
文
化
協
会
（
蘂
２

　
４
―
８
８
２
２
） 

　日本では数少ない、フレンチ・ジャズをベースにしたユ

ニット。2本のマカフェリギターとコントラバスが織り成

す旋律は、時には激しく、時には優しく、哀愁漂うメロデ

ィーが丸亀城に響きわたります。 

日　時　10月10日貉 午後6時半開演 
会　場　丸亀城大手一の門内 
入場料　無　料 
問い合わせ　文化観光課 蘂24-8822

こ
と 

り
ょ
う 

そ
う 

ち
く 

そ
う 

り
ょ
く 

せ
い 

さ
ん 

げ
ん 

　
市
文
化
協
会
加

入
団
体
に
よ
る
舞

台
発
表
で
す
。
バ

レ
エ
、
大
正
琴
、

マ
ジ
ッ
ク
、
日
本

舞
踊
、
民
舞
、
民

踊
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
謡
曲
、
吟

詠
、
詩
舞
、
太
極
拳
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
、
三
曲
な
ど 

日
　
時
　
10
月
28
日
豸
・
11
月
４
日

　
豸
午
前
10
時
開
演 

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

　
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
無
料 

丸亀城フェスタ 2012

10月21日豸 
丸亀城（亀山公園）・市民ひろば 

あめ 

　
丸
亀
在
住
の
人
に
も
一
度
は
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
定
番
コ
ー
ス
で

す
。
丸
亀
城
と
こ
ん
ぴ
ら
街
道
を
舞

台
に「
う
ど
ん
」「
丸
亀
う
ち
わ
」「
醤

油
豆
」「
瀬
戸
内
海
珍
味
」な
ど
、
丸

亀
を
代
表
す
る
も
の
を
全
部
集
め
ま

し
た
。 

参
加
料
＝
１
０
０
０
円 

島
の
幸
を
い
た
だ
き
な
が
ら 

の
ん
び
り
竹
炭
づ
く
り 

石
の
島
、 

広
島
の
い
ろ
は
を
学
ぶ 

１０
月
２８
日
豸 〈問い合わせ〉ちょっと寄り道こんぴら街道事務局（文化観光課内）蘂24-8816 

http://www.konpirakaidou.com

　
島
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
水
や
空

気
を
浄
化
す
る
竹
炭
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
そ
の
後
は
、瀬
戸
内
海
の
海
の
幸

や
新
鮮
な
野
菜
を
堪
能
し
、広
島
の
一

日
を
の
ん
び
り
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

参
加
料
＝
２
５
０

　
０
円
（
食
事
代

　
含
む
）
往
復
船

　
代
別
途
１
１
２

　
０
円 

し
ょ
う 

ゆ 

た
ん 

の
う 
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　資料や市ホームページをご覧いただくか、各担当課へ。 

◆中央図書館◆ 
蘆秋の夜長はファンタジー（図書の展示） 
　10月27日貍～11月29日貅 
蘆郷土にまつわる歴史講座「志野流香道と讃岐の門人」 
　11月18日豸午後1時半（講師は和泉四郎さん） 

◆飯山図書館◆ 
蘆とよたかずひこさん講演会「絵本と子育て」 
　10月27日貍午後2時（先着150人） 
蘆えほんを飛び出せ人形劇！ 
　「てんぐとかっぱとかみなりどん」 

　11月4日豸午後2時～3時半（先着150人） 

◆綾歌図書館◆ 
蘆芥川賞＆直木賞受賞作家展（図書の展示） 
　10月1日豺～11月9日貊 

　読書週間は、読書の楽しさを訴えるこ
とで、すべての世代の人に本に親しむき
っかけづくりを目的にした運動です。 
　あなたの世界を広げる本と出会うため
に、図書館の行事に参加してみませんか。 

定住自立圏共生ビジョン 
（素案） 

　丸亀市・善通寺市・琴平町・

多度津町・まんのう町（以下

「圏域内市町」）が締結した定

住自立圏形成協定にもとづく

具体的取り組みなどを記載す

る「定住自立圏共生ビジョン

（素案）」について意見を募集

します。 

●提出期間：10月10日貉～
　11月9日貊 
●提出先：政策課、圏域内市
　町の定住自立圏担当課 

政策課 蘂24-8839

指定地域密着型サービス 
基準条例ほか2条例（案） 

今年の標語「ホントノキズナ」 
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読書週間  

～図書館行事～ 

　地域主権改革一括法により、

介護保険法が改正され、これ

まで国が定めていた介護サー

ビスに関する基準の一部を市

が定めるために必要な条例（案）

の概要について意見を募集し

ます。 

●提出期間：10月1日豺～
　31日貉 
●提出先：高齢 
　者支援課 

高齢者支援課 蘂24-8807

丸亀市公園条例の一部 
改正（案） 

　地域主権改革一括法により、

都市公園などが改正され、こ

れまで国が定めていた都市公

園の設置基準などを市が定め

るために必要な条例（案）の概

要について意見を募集します。 

●提出期間：10月1日豺～
　31日貉 
●提出先： 
　都市計画課 

都市計画課 蘂24-8843

政　策　課 
蘂24-8839

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画 

市
民
と
共
に 

ま
ち
づ
く
り 

　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
は
、

７
月
号
か
ら
９
月
号
ま
で
ご
紹
介
し

た
３
つ
の
重
点
課
題
を
掲
げ
た
「
定

住
促
進
に
向
け
た
重
点
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
ほ
か
に
、
35
の
主
要
な

施
策
か
ら
な
る
「
分
野
別
計
画
」
が

あ
り
ま
す
。 

　
分
野
別
計
画
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針

や
そ
の
展
開
な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り

そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
施
策
の
達
成
度
を
測
る
た

め
に
１
４
５
の
成
果
指
標
を
設
定
し

て
お
り
、
そ
の
目
標
値
の
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
こ
の
計
画
が
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
市
民
が
関
心
を
持
っ
て
監
視
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
外
国
人
な
ど
意
見
が
届
き
に
く
い

市
民
の
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い

多
文
化
共
生
の
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

丸
亀
市
が
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
れ
ば
、
周
辺
の
市
や

町
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
は
ず
で
す
。 

　
審
議
会
が
お
役
所
主
導
で
、
審
議
内
容
を
本
音
で
検

討
し
合
う
、
時
間
と
進
行
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

行
政
に
は
、
常
に
市
民
の
抱
え
る
諸
問
題
に
関
心
を
寄

せ
、
事
務
の
プ
ロ
と
し
て
の
認
識
と
誇
り
を
持
っ
た
、

市
民
と
の
関
わ
り
を
望
み
ま
す
。
一
方
、
市
民
と
し
て

は
、
行
政
依
存
で
な
く
、
建
設
的
に
問
題
を
提
起
で
き

る
意
識
が
必
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

林　　　毅さん 

金　永　子さん 

　
現
在
の
「
丸
亀
市
」
に
も
、
実
は
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
通
常
の
こ
と
だ
と
思
わ
ず
、

も
う
一
度
市
民
一
人
一
人
が
見
直
し
、
発
想
の
転
換
で

地
域
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
や
孫
に

引
き
継
ぐ
こ
と
で
魅
力
あ
る
丸
亀
づ
く
り
が
で
き
、
そ

れ
ら
を
行
政
が
支
援
す
る
こ
と
で
「
新
生
丸
亀
市
」
が

誕
生
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

臼 杵 　實さん 

困ったら一人で悩まず 行政相談 説明会説明会・公聴会開催公聴会開催 説明会・公聴会開催 
中讃広域都市計画汚物処理場変更案 

地域振興課 蘂24-8809 都市計画課 蘂24-8812

10月15日～21日は行政相談週間 

10月27日貍～11月9日貊 
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　国の仕事やサービスなどについて、苦情や意

見、要望はありませんか。 

　総務大臣の委嘱を受けた行政相談委員が皆さ

んの相談に応じます。相談は無料で秘密は厳守

されます。 

●市役所本館1階相談室 
　日　時＝10月15日豺 午前10時～正午 
　相談員＝熊谷勝子さん、日高幸子さん 
●飯山市民総合センター 
　日　時＝10月15日豺 午前10時～正午 
　相談員＝中尾恵子さん 
●ゆめタウン丸亀 
　日　時＝10月18日貅 午前10時～午後2時 
　相談員＝熊谷勝子さん、日高幸子さん、西井
　　　　　榮一さん、中尾恵子さん 
●栗熊コミュニティセンター 
　日　時＝10月19日貊 午前10時～正午 
　相談員＝西井榮一さん 
 

　中讃広域都市計画汚物処理場の変更案につい

て、説明会を開催し、その後皆さんの意見をい

ただく公聴会を開催します。 

●説明会 
　日　時＝10月10日貉 午前10時 
　場　所＝多度津町役場2階第１会議室 
　※入場自由。直接会場にお越しください。 

●素案の閲覧 
　日　時＝10月16日貂～30日貂 午前8時半～
　　　　　午後5時15分（土・日、祝日を除く） 
　場　所＝都市計画課 

●公聴会 
　日　時＝11月14日貉 午前10時 
　場　所＝多度津町役場4階第2会議室 
　※意見を述べたい人は、都市計画課に設置する公
　　述申出書を提出してください。公述の申し出が
　　ない場合は公聴会を中止します。傍聴希望の人
　　は直接会場へお越しください（傍聴人は発言不可）。 
 

中央図書館 
蘂22-3746

　車いす専用駐車場設置　　　中央図書館 
　中央図書館南側歩道に、車いす使用者や下半身

に障がいがある人、介護が必要な高齢者、妊産婦
など、行動に制限がある人のための駐車スペース
を２台分設置しました。 
中央図書館、猪熊弦一郎 
現代美術館に来館する人 
が利用できます。 

※その他の行事は19ページの「図書館へ行こう」をご覧ください。 

完 



→詳しくは環境課 蘂24-8836へ。 ●住宅用太陽光発電システム設置補助／予約申請の受け付けを再開しました。→ 

笙 

市
民
の
皆
さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支

え
る
上
下
水
道
の
適
切
な
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。 

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

消
防
本
部

 

消防長　苗 田 　正 

遠田配水池（飯山町） 

はしご車の訓練 

上下水道部長　谷口　信夫 

市政市政の窓 市政の窓 

上
下
水
道
部 

　
上
下
水
道
部
は
、
経
営
課
、
上
水

道
課
、
下
水
道
課
の
３
課
で
市
民
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
上
水
道
、

下
水
道
の
事
業
運
営
や
施
設
整
備
と

維
持
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
上
下
水
道
部
の
重
点
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
計
画
的
に
事
業
を
行
う
た
め
に
策

　
定
し
た
「
経
営
健
全
化
計
画
」
に

　
よ
り
水
道
施
設
の
耐
震
化
工
事
な

　
ど
を
円
滑
に
進
め
ま
す
。 

②
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
、
安
定

　
的
に
お
届
け
す
る
た
め
、
老
朽
化

　
し
た
水
道
施
設
の
改
修
や
設
備
の

　
更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

③
水
道
事
業
の
経
営
コ
ス
ト
を
節
減

　
す
る
た
め
、
業
務
の
効
率
化
を
図

　
る
と
と
も
に
積
極
的
な
料
金
の
収

　
納
に
努
め
ま
す
。 

④
地
震
が
発
生
し
て
も
下
水
道
施
設

　
の
運
転
に
支
障
が
な
い
よ
う
「
耐

　
震
化
事
業
」
に
着
手
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
下
水
道
設
備

　
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
使
え
る
よ
う

　「
長
寿
命
化
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。 

⑤
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区
域

　
の
水
洗
化
を
推
進
し
、
生
活
環
境

　
を
改
善
し
ま
す
。 

　
消
防
本
部
は
、
防
災
・
火
災
・
救

急
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
消
防
本
部
の
重
点
的
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
電
話
回
線
が
不
通
時
に
も
対
応
で

　
き
る
防
災
行
政
無
線
施
設
を
運
用

　
し
、
災
害
情
報
を
円
滑
に
伝
達
す

　
る
な
ど
危
機
管
理
体
制
を
強
化
し

　
ま
す
。 

②
地
域
と
行
政
が
連
携
し
、
地
域
防

　
災
力
を
さ
ら
に
高
め
ま
す
。 

③
消
防
救
急
無
線
に
つ
い
て
、
従
来

　
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
が
平
成
28
年
５

　
月
末
で
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
切
り
替

　
わ
る
た
め
、
そ
の
施
設
の
整
備
を

　
行
い
ま
す
。 

④
消
防
車
両
を
計
画
的
に
配
備
・
更

　
新
し
ま
す
。 

⑤
現
在
義
務
化
さ
れ
て
い
る
住
宅
用

　
火
災
警
報
器
の
普
及
啓

　
発
や
、
消
火
栓
・
防
火

　
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利

　
の
整
備
を
行
い
ま
す
。 

⑥
教
育
訓
練
・
各
種
研
修

　
に
よ
り
消
防
職
員
の
活

　
動
能
力
の
向
上
を
図
り
、

　
消
防
力
を
強
化
し
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
、市
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
を
守
っ 

て
い
き
ま
す
。 
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ごみの減量化にご協力を 

働き盛りのあなたへ 

今年は受けよう 
　特定健診  

病児・病後児保育 クリーン課 蘂58-7453

子育て支援課 
蘂24-8808

健康課 蘂24-8806

健やかまるがめ21 21 
マスコットキャラクター 
元亀元亀（げんき）くん 

健やかまるがめ21 
マスコットキャラクター 
元亀（げんき）くん 

40～74歳の 
国保加入の 
皆さん 

第3子以降、3歳未満児 

利用料無料化へ 
〈生ごみ処理機貸し出し制度〉 
　市民の皆さんに生ごみの減量を体験していただ

くために、生ごみ処理機を無料で貸し出しします。 

対象者＝市内在住で処理機の設置場所を屋内に確
　保でき、適正に維持管理できる人（返却時に簡

　単なアンケートに答えていただきます） 

貸し出し期間＝４週間以内 
　生ごみ処理機やコンポスト容器 

　を購入した人への、購入補助制 

　度があります。詳しくはクリー 

　ン課へお問い合わせください。 

〈資源ごみの盗難にご注意！〉 
　広報６月号でもお知らせしましたが、資源ごみ

の盗難が多発しています。パトロールの回数を増

やしても、なかなか盗難現場を目撃できないのが

現状です。決められた日・時間のごみ出し（朝出

し）の徹底や地域ぐるみでの監視の強化など、盗

難防止にご協力をお願いします。 

　盗難防止のために、ごみステーションの場所を

移動する場合はクリーン課へ。 

　10月1日から、第３子以降が高松市を除く県内の

病児・病後児保育施設を利用する場合、利用料が

無料になります（飲食代や延長料金を除く）。 

【対象】 
　市在住で、第３子以降３歳未満の子ども 

【利用方法】 
　事前に、子育て支援課で病児・病後児保育利用

料受給資格登録の申請手続きをしてください。手

続き完了後、受給資格証明証を交付しますので、

実施施設に提示してください。 

実施期間＝10月31日貉まで 
対象＝市国民健康保険に加入している40～74歳の人（対象者には
　５月中旬に受診券を郵送済。国民健康保険加入者以外の人は加

　入している健康保険から案内があります）。 

健診内容＝問診、腹囲やＢＭＩ、血圧、尿検査、血糖、血中脂質、
　肝機能、腎機能、貧血検査、心電図など 

料金＝800円 
◆健診の結果、メタボリック症候群のおそれがある人には、保健

　師や管理栄養士などの専門家による健康相談も実施しています。 

●10月17日貉 午後1時半～2時半 
　場所＝ひまわりセンター2階 
　内容＝県中讃保健福祉事務所・高橋珠子先生による「糖尿病の話」 
●10月25日貅 午前9時半～午後1時 
　場所＝ひまわりセンター3階調理室 
　内容＝糖尿病の食事の話と調理実習 
　定員＝40人（要予約） 
　料金＝300円 
　その他＝エプロン、三角巾、タオル、米半合 
　申し込み＝10月11日貅～18日貅に健康課 蘂24-8806

　自覚症状のないまま進行する糖尿病や心
筋梗塞などの生活習慣病を予防し、早期発
見するための特定健診を実施しています。 
　「元気だから」「忙しいから」と後回し
にせず、健康で充実した毎日を過ごすため、
健診を受けましょう。 

生活習慣
病の 

早期発見
にぜひ！ 

病
態
健
康
教
室(

糖
尿
病
） 



田
ノ
浦 

立
石 

青
木 

江
の
浦 

足
ノ
浦 

釜の越 
甲路 

茂浦 

市井 

村中 

●神の山展望駅 

立石港 

甲路港 

手島港 

小手島 
漁港 

手島町 

手島八幡宮 安養寺 

農協支所● 

広島診療所● 
厳島神社 

玉津島神社 

広島漁協 
● 

〒 卍長福寺 
レキの墓● 

西
浦 

旧尾上邸 
● 

八幡神社 

〒 

広島市民センター 
● 

● 
駐在所 

広島町 

正福寺 
卍 

青
木
港 

江
の
浦
海
水
浴
場 

市
井
港 

茂
浦
漁
港 

塩釜神社 
船絵馬 

江の浦港 

● 
手島自然教育 
センター 

●NPO石の里広島デイセンター 
●保育所 

卍 

広　島/面積11.66裄 
　　　 周囲18.50㎞ 
手　島/面積  3.41裄 
　　　 周囲10.90㎞ 
小手島/面積  0.60裄 
　　　 周囲  3.80㎞ 

本
　
島 

広
　
島 

※『新編丸亀市史2　近世編』による 

綾
歌
町
　
吉
川
　
弘
子
さん 

ふ
る
さ
と
元
気
元
気 

　
　
　
　
〜
話
題
話
題
ふ
た
つ
〜 

ふ
る
さ
と
元
気 

　
　
〜
話
題
ふ
た
つ
〜 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

箋 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

一
．
旧
こ
ん
ぴ
ら
街
道 

　
「
下
に
ー
、
下
に
」
と
、
殿
様
お

通
り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
こ

の
道
は
、
綾
歌
町
の
南
部
を
栗
熊
東

か
ら
岡
田
上
に
か
け
て
縦
断
す
る
、

旧
こ
ん
ぴ
ら
街
道
で
す
。 

　
街
道
沿
い
の
一
本
木
に
は「
駒
止
地

蔵（
さ
か
さ
地
蔵
と
も
言
う
）」
や
「
そ

で
松
狸
」の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。「
ふ

る
さ
と
を
想
う
会
」は
、手
作
り
の
人

形
を
飾
っ
た
り
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
、
昔
の
絵

図
や
紙
芝
居
な
ど
を
使
い
、
創
意
工

夫
し
な
が
ら
郷
土
学
習
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

　
興
味
が
あ
る
人
は
、
い

つ
で
も
こ
こ
を
訪
ね
て
く

だ
さ
い
。
こ
ん
ぴ
ら
街
道

も
喜
び
ま
す
。 

二
．
歌
声
の
ひ
び
き 

　
童
謡
は
、
た
く
さ
ん
の

人
が
知
っ
て
い
る
の
で
、

昔
を
な
つ
か
し
ん
で
元
気

に
歌
え
ま
す
。
大
き
な
声
で
歌
え
ば
、

体
も
心
も
健
康
に
な
り
ま
す
。 

　
「
さ
か
さ
地
蔵
」
近
く
に
は
、
音

楽
ホ
ー
ル
「
ス
マ
イ
ル
」
が
あ
り
、

童
謡
グ
ル
ー
プ
「
て
ん

て
ま
り
」
の

歌
声
が
響
い
て
い
ま
す
。 

　
米
寿
を
迎
え
た
人
や
、
農
家
の
人

た
ち
が
、
自
分
の
時
間
を
有
効
に
生

か
し
、
お
互
い
に
工
夫
を
出
し
合
っ

て
歌
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
て
練
習
し
た
歌
は
、
日
中

仕
事
の
た
め
両
親
の
い
な
い
児
童
た

ち
の
教
室
を
訪
ね
て
、
一
緒
に
歌
っ

た
り
遊
ん
だ
り
。
お
年
寄

り
の
施
設
や
、
香
川
県
年

金
受
給
者
ふ
れ
合
い
の
場

で
、
出
演
発
表
な
ど
し
て

い
ま
す
。 

　
第
１
・
第
３
月
曜
の
午

後
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

駒
止
地
蔵
参
拝
と
あ
わ
せ

て
、
練
習
風
景
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

９１ 

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う「
だ
ん
ご
馬
」を
60
年

以
上
作
り
続
け
る
　
尾
さ
ん
。

そ
の
腕
前
は
、
県
の
民
俗
技

能
伝
承
士
に
選
ば
れ
た
ほ
ど
。

保
育
所
で
の
実
演
を
含
め
、

今
年
は
12
匹
作
る
そ
う
で
す
。

「
だ
ん
ご
馬
を
見
た
子
ど
も

の
笑
顔
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
そ
の
笑

顔
は
、
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

　
尾
　
文
男
さん 

（
綾
歌
町
・
８１
歳
） 

　
我
が
卓
球
家
ジ
ュ
ニ
ア
は
、

男
子
５
人
・
女
子
10
人
が
、
練

習
に
練
習
を
重
ね
る
「
ド
真
面

目
」
な
チ
ー
ム
で
す
。 

　
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、

主
将
の
宮
川
く
ん
を
中
心
に
、

い
ろ
い
ろ
な
練
習
方
法
を
取
り

入
れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
ジ
ュ
ニ
ア
を
卒
業
し
た
中
学
・

高
校
生
も
、
後
輩
の
指
導
な
ど

で
練
習
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
毎
週
火
・
金
曜
の
午
後
６
時

か
ら
８
時
ま
で
、
城
辰
小
学
校

の
体
育
館
で
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
鍬
田
真
弓
（
川
西
町
・

蘂
2
8
―
6
0
2
3
） 

卓
球
家
ジ
ュ
ニ
ア 

１０ 

まち・むら・しま箜 

１０ １１ 

広
島
と
手
島
　
本
島
の
西
に
は
、
塩
飽

諸
島
の
中
で
、
面
積
最
大
の
広
島
が
位

置
す
る
。
人
名
浦
と
し
て
立
石
・
江
の

浦
・
茂
浦
・
青
木
・
市
井
の
五
浦
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
西
に
は
手
島
が
あ

り
、
一
つ
の
島
で
人
名
浦
を
形
成
し
た
。

豊
島
（
土
庄
町
）
と
区
別
す
る
た
め
「
し

も
で
し
ま
」
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
そ

の
南
西
に
あ
る
小
手
島
は
、
江
戸
後
期

に
は
『
金
毘
羅
参
詣
名
所
図
会
』
に
記

さ
れ
て
い
る
「
山
の
み
に
て
人
家
田
畠

な
し
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
明

治
初
期
に
手
島
の
牧
場
と
し
て
開
か
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
入
植

が
行
わ
れ
て
漁
業
の
一
基
地
と
な
っ
た
。

広
島
・
手
島
と
も
、
あ
る
時
期
ま
で
本

島
な
ど
と
同
様
に
廻
船
業
で
栄
え
た
。

【
表
1
】
は
両
島
の
最
盛
期
の
戸
口
で

あ
る
。 

 

塩
飽
大
工
　
一
般
に
島
は
農
地
が
少
な

く
、
内
陸
部
と
は
職
業
構
成
が
異
な
っ

て
い
た
。
塩
飽
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
繁
栄
が
廻
船
業
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
号
の

通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
後
期
に

は
塩
飽
廻
船
業
は
衰
退
し
、
水
夫
の
多

く
が
転
職
し
た
。【
表
2
】
は
明
治
初
期

の
塩
飽
の
職
業
構
成
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
見
し
て
大
工
職
の
多
さ
に
驚

か
さ
れ
る
。（
塩
飽
全
体
で
は
31
・
２
％
）。 

　
お
そ
ら
く
は
船
大
工
の
伝
統
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
塩
飽
諸
島
の
大
工

は「
塩
飽
大
工
」と
呼
ば
れ
、
そ
の
優
秀

な
技
術
は
遠
く
ま
で
聞
こ
え
た
。
教
育

委
員
会
に
よ
る
『
本
島
町
笠
島
伝
統
的

建
造
物
群
調
査
報
告
書
』
に
は
、 

「
島
内
に
は
昔
か
ら
家
大
工
も
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
数
も
多
く
な
く
、
船
大

工
が
社
寺
を
建
て
た
り
、
民
家
を
建
て

た
り
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら

く
宮
大
工
も
家
大
工
も
区
別
が
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
優
秀
な
船
大

工
が
宮
大
工
に
転
ず
る
こ
と
は
容
易
で

あ
っ
た
ろ
う
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
〜
明
治
に
多

く
の
塩
飽
大
工
が
備
前
・
備
中
・
讃
岐

各
地
の
神
社
仏
閣
を
手
が
け
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
船
大
工
・
家
大
工

が
そ
れ
ら
を
担
う
こ
と
も
多
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
島
内
で
い
え
ば
、

寛
政
10
年
（
１
７
９
８
年
）
の
塩
飽
勤

番
所（
史
跡
）、
文
久
２
年
（
１
８
６
２

年
）
の
千
歳
座
（
泊
の
木
烏
神
社
境
内

に
あ
る
農
村
歌
舞
伎
小
屋
、
市
指
定
）、

嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
年
）
の
夫
婦
倉

（
生
の
浜
）、
ま
た
、
山
北
八
幡
神
社
拝

殿（
年
代
不
詳
）な
ど
が
塩
飽
大
工
の
手

に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
伝

統
の
上
に
、
明
治
30
年（
１
８
９
７
年
）、

優
秀
な
大
工
の
育
成
を
目
的
に
、
本
島

の
泊
に
、
組
合
立
塩
飽
工
業
補
習
学
校

が
設
立
さ
れ
た
（
明
治
44
年
に
塩
飽
工

業
学
校
と
改
名
）。
大
正
５
年（
１
９
１

６
年
）
に
多
度
津
町
に
移
転
さ
れ
て
廃

校
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
多
く
の
優
秀

な
塩
飽
大
工
を
輩
出
し
た
。
笠
島
の
尾

上
神
社
拝
殿
は
、
生
徒
に
よ
る
建
築
実

習
と
し
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

■表1． 17世紀末の広島・手島・牛島の戸口 

■表2． 明治5年（1872年）塩飽の職業別戸数 
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　 １４ 
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　 ３７ 
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２６ 

２４ 

２３ 

１９ 
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１９ 

５６ 
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３１５ 

３１４ 

２５８ 

３０１ 

１５７３ 

５０８ 
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５８ 

３８ 

７２ 

５１ 

５１ 

２７０ 

８６ 

７９ 

江 の 浦  

立 　 石  

茂 　 浦  

市 　 井  

青 　 木  

広 島 計  

手 　 島  

牛 　 島  

浦　名 家数（軒） 人数（人） 船数（隻） 人名数（人） 

１５ 
　　４ 
　２７ 

 
　　１ 
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３ 
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１７ 
　３７ 
　１７ 
　２７ 
　１８ 

泊 
小　坂 
笠　島 
（含甲生） 
大　浦 
福　田 
尻　浜 
生ノ浜 

合  計 その他 商　業 船　乗 大　工 漁　業 農　業 

立　石 
江ノ浦 
茂　浦 
青　木 
市　井 
 　　９１ 

　１２３ 

１４８２ 

２２６４ 

　　７ 

　　４ 

　８２ 

１１２ 

　　０ 

　　０ 

　２３ 

　２５ 

１１ 
　　４ 
　２５ 

 
　１８ 
　　５ 
　　５ 
　１３ 

　８ 
　３５ 
　１７ 
　　４ 
　　５ 

　１４ 

　　４ 

１６８ 

２１０ 

　３３ 

　６８ 

５８９ 

７０７ 

　１２ 

　　１ 

２６０ 

７２５ 

２５ 

　４６ 

３６０ 

４０８５ 

牛　島 

手　島 

4島計 

塩飽総計 

 

※家数・人数・船数は、延宝4年（1676年）「塩飽巡見帳」 
※人名数は、宝永元年（1704年）「塩飽島諸事覚」による 
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→などの活動を重点的に実施します。問い合わせ：丸亀警察署（蘂22‐0110） ●全国地域安全運動を実施／10月11日貅～20日貍は、振り込め詐欺被害防止や住宅への進入・盗難防止→ 



→1階相談室　問い合わせ：県国民年金基金 薔0120-65-4192●国民年金基金相談／日時：10月12日貊午前10時～午後4時　場所：市役所→ 

市
長 

 

コ
ラ
ム
筐 

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
盤
。
日

本
選
手
の
健
闘
が
、
連
日
報
じ
ら
れ
る
中
、

朗
報
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
「
熊
本
県
八 

代
市
で
開
催
第
13
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
５
、
６
年
生
）
で

飯
野
小
６
年
の
小
西
春
七
さ
ん
が
優
勝
」

そ
れ
を
聞
い
て
「
全
国
優
勝
は
、
日
本
一

の
こ
と
や
な
あ
」
と
、
秘
書
広
報
課
の
職

員
に
尋
ね
て
失
笑
を
か
い
ま
し
た
。「
日

本
一
と
は
あ
っ
ぱ
れ
」
応
接
室
で
カ
ッ
プ

や
メ
ダ
ル
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
小

西
さ
ん
は
、
去
年
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
国
際

舞
台
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
な
ん
と
言
っ
て
も
「
日
本
一
」
は
す
ば

ら
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
能
、
思

い
や
り
、
優
し
さ
、
マ
ナ
ー
…
…
「
続
け

丸
亀
っ
子
」
私
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
「
日

本
一
住
み
良
い
丸
亀
市
」
を
目
指
し
ま
す
。 

市長 
新井 哲二 

バドミントン日本一の 
小西春七さんと 

月 月 月 1010101010 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

議会報告会を開催します 

　丸亀市議会基本条例の制定に伴い、議会がど
のような活動を行い、市の施策にどのように関
わっているのかを市民の皆さんに報告します。 
　下記会場に、ぜひお越しください。 

【日時・場所】 
蘆10月22日豺 午後6時半 
　市民会館中ホール 
蘆10月23日貂 午後6時半 
　綾歌総合文化会館アイレックス小ホール 

3 すこやか体操(肩こり・五十肩）●飯 　午前10時～11時半 水 

4 木 

6 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

12 消費生活相談　■市 　午後1時～5時 木 

15 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午 月 

2 火 

13土 

1 定例農家相談　■飯 　午前9時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 

3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 
理学療法士による相談　●飯 　午前9時半～11時半 

月 

5 消費生活相談　■市 　午後1時～5時 
定例農家相談 栗熊 ◯コ 午前9時～正午 金 

9 無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 火 

22 栄養相談　●綾 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 月 

29 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 月 

30火 
31水 

26 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 金 

24 離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半 水 

16火 

20土 

27土 

8 □小 　ほそだこどもクリニック 蘂58-0111 
□整 　広瀬整形外科医院 蘂23-1641月 

28 麻田総合病院 蘂23-5555 
□歯宮武歯科医院 蘂28-7183 午前9時～正午 日 

11 無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

□内 　おおくぼ内科医院 蘂86-6500 
□小 　にししょう小児科内科医院 蘂21-1515 
□整 　川井整形外科クリニック 蘂23-4010 
□歯 　三木歯科医院 蘂98-1551 午前9時～正午 

14日 

無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半  
献血　■市 　午前9時半～11時半、午後0時半～4時半 

17水 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ 午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

19金 

□内 　こうの内科クリニック 蘂23-1119 
□外 　笠井外科胃腸科 蘂23-4666 
□皮 　空本クリニック 蘂59-7211 
□歯 　丸尾歯科クリニック 蘂57-2113 午前9時～正午 

7 日 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健　成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

健　康　課 

 
地域振興課 

蘂24-8806

障がい者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

産業振興課 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8844 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 
介護相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、（公社）宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

１３ １２ 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
介護相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933）  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半 
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

10水 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障がい者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8805） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

18木 

司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 23火 

サポステ出張職業相談 飯山北 ◯コ 午後1時～4時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

25木 

□内 　曽根クリニック 蘂21-1711 
　脳外 　岸川脳神経外科医院 蘂25-2828 
□歯三　歯科クリニック 蘂98-1567 午前9時～正午 

21日 

議会事務局 蘂24-8828

8.25.26

き
ま
い 
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まるがめ婆娑羅まつり2012開催 
　夏の一大イベントが開催。丸亀
駅や丸亀城周辺では、2日間で
120連約6000人の踊り子が華
やかで独創的なダンスを披露し、
約15万人の観客で賑わいました。 

塩飽の島々で創作 “HOT”な作品が勢ぞろい 
　この夏、島の活性化と未来のアーティストを育む
ために、東京の美術大学生を広島、本島、小手島、
手島に受け入れた「ＨＯＴサンダルプロジェクト」。
島の温かさに触れた学生たちの作品が、生涯学習セ
ンターに展示されました。 

9.11～15

ま 
の ア ル ム バ 

ち 
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10月 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

水 火 月 

（納期は10月10日～31日） 

市・県民税/3期分 
介護保険料/3期分 

国民健康保険税/3期分 
後期高齢者医療保険料/4期分 

10月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

※日程が変更になる場合があります 

29282726252423222120191817161514131211
日 土 金 木 水 火 月 日 月 火 水 土 金 木 日 土 金 木 水 火 祝 水 

30
木 金 土 日 

31
火 月 

10987654321

救 急 出 場  411件 

火災の発生  3件 

救急・火災件数（8月） 

開館時間 
午前10時～午後6時 
（入館は午後5時半まで)

《＃15 解し絣銘仙 桐生 2011》2011年 
 狡Ishiuchi Miyako

10月7日豸～2013年1月6日豸 
（年末休館：12月25日貂～31日豺） 

群馬県桐生市生まれの写真
家、石内都の新作展覧会。 
銘仙を中心に、絹にまつわる
ものを撮影した作品を展示
します。 
※本展は宝くじの助成を受けて
　実施します。 

交通事故（8月） 

事　故  141件 

死　者  1人 

負傷者  180人 

人　口 110,753人（－ 4） 
　男　  53,793人（－16） 
　女　  56,960人（＋12） 
世帯数　43,801世帯（－ 2） 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

石内都 絹の夢 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

《市民会館》 《アイレックス》 
好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 

11月25日豸午前11時半、午後3時半開演 
演目＝歌舞伎のみかた、弁慶上使、手習子 
出演者＝中村橋之助、片岡孝太郎ほか 
●入場料＝7000円ほか（全席指定席） 

松竹大歌舞伎 

10月28日豸午後1時半開演　決勝 
審査委員長＝水森英夫(作曲家) 
ゲスト歌手＝池田輝郎（キングレコード） 
※入場整理券が必要 

第3回丸亀・水森英夫杯 
カラオケ選手権大会 

11月26日豺午後7時開演 
出演者＝アリシア＆ネストル 
　　　　フラメンコ舞踊団 
●入場料＝3500円（全席指定席） 

情熱のフラメンコ 

10月6日貍午後1時半開演 
●入場料＝1200円（ドリンク付き） 

うたごえ喫茶 

好評発売中 12月16日豸午後2時開演 
演奏＝瀬戸フィルハーモニー交響楽団 
指揮＝松岡究 
ソリスト＝森美由紀、西紋美和、大藪誠士、河口教昌 
●入場料＝一般2000円ほか（全席自由席） 

2012まるがめ第九演奏会 

◆申込先＝丸亀ドイツ兵俘虜楽団の足跡を辿る会 
　丸亀市民会館 蘂23-4141

2012まるがめ第九合唱団員募集 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

市の動き（9月1日現在）前月比 

１４ １５ 

　あやうたふるさとまつり 
　焼肉パーティー券販売！ 
　絶品の特製タレでいただく“炭火
焼”の焼き肉をお楽しみください。
■時11月3日豢正午～午後8時 
■所アイレックス 
■内牛モモ肉、豚ロース（計300ｇ）、
　野菜、特製タレ（すべて国産） 
■料1300円（当日1400円） 
■申飯綾商工会 蘂86-2156、◯綾蘂86- 
　5516、文化観光課 蘂24-8816 

　東小川児童センターから 
●さつま芋を掘り出そう 
■時10月13日貍午前10時～正午 
■所同センター 
■対幼児と保護者、小学生 
■内初夏に植えたさつま芋の収穫 
■申同センター 蘂56-8778 
 
 

　納め忘れた年金はありませんか 
　国民年金の保険料を納め忘れた人
が過去10年間さかのぼって支払うこ
とで、将来の年金額を増やしたり、
年金受給権の確保につなげたりする
ことができます。（10月1日から平
成27年9月30日まで3年間の時限
措置） 
■問（基礎年金番号を確認した上で） 
　日本年金機構専用ダイヤル 蘂057 
　0-011-050 

　赤い羽根共同募金 
　10月1日から、全国一斉に共同募
金運動が始まります。募金ボランテ
ィアによる戸別募金、職場での職域
募金・街頭募金などにご協力をお願
いします。 

■問市共同募金委員会（社会福祉協議
　会内） 蘂22-5700 

　宝くじ助成を活用しました 
　財団法人自治総合 
センターの宝くじ社 
会貢献広報事業の助 
成を受け、コミュニ 
ティに必要な備品を購入しました。 
蘆城北：コピー機、放送設備、マッ
　サージチェア、自動紙折機、高圧
　洗浄機、パンフレットスタンド、
　シュレッダー、傘立てなど 
蘆垂水：放送設備、映像録画機器 
蘆飯山北：移動式音響設備、テント、ノ
　ートパソコン、プリンター、掃除機 
蘆飯山南：獅子頭、獅子油単、獅子
　鉦など 
■問地域振興課 蘂24-8809 

　障害者虐待防止センター設置 
　10月1日から施行される法律によ
り、障がい者への虐待を発見した人
に通報義務が課せられます。それに
伴い、市では10月1日から障害者虐
待防止センターを設置し、24時間
365日通報相談を受け付けます。 
蘆市障害者虐待防止センター（県ふ
　じみ園内）蘂98-5770（24時間） 
蘆福祉課 蘂24-8805（平日午前8
　時半～午後5時15分） 
蘆相談支援事業所野の花 蘂98-3945 
　（平日午前8時半～午後5時15分） 
蘆相談支援事業所はなぞの 蘂21-57 
　12（平日午前9時10分～午後5時
　15分） 
蘆丸亀警察署（緊急時）蘂22-0110 
　（24時間） 

　空き家バンク制度スタート 
　住むことが可能な空き家情報を県・

市のホームページで紹介し、空き家
の活用を効果的に進めます。空き家
所有者の情報をお待ちしています。
詳しくは市ホームページで。 
■問政策課 蘂24-8839 

　水路改修工事を実施します 
　今年度も引き続き、香川用水土器
川沿岸地区の農業用水路の改修工事
を行います。 
　場所は、蜷仁池導水路：綾歌町岡
田上（打越下池～市地バス停周辺）
蜷蓮池幹線水路：垂水町（上池～垂
水保育所周辺）蜷小津守池水路：綾
歌町岡田上（市地バス停周辺）～岡
田東（小津守池周辺）蜷飯野幹線水
路：飯野町東二（飯野児童公園周辺）
～東分（柳池周辺）蜷北鴨幹線水路
（金倉町辺池周辺）です。 
　工事期間は今年10月下旬から来
年3月下旬を予定しています。ご迷
惑をお掛けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。 
■問中国四国農政局香川用水土器川沿 
　岸農業水利事業所 蘂59-7370、
　農林水産課 蘂24-8837

多摩川 
女子リーグ 

若松 
オール女子 

キヤンテイーンカップ スポーツニッポンカップ 

芦屋 

浜名湖 下関 

常滑 

ＧⅡ江戸川 ＧⅠ芦屋周年 びわこ新鋭リーグ ＳＧ全日本選手権（福岡） 鳴門新鋭リーグ 

住之江 蒲郡 若松 

住之江 桐生 桐生 桐生 

ＧⅠ高松宮記念（住之江） 

ＧⅡ大村 常滑オール女子 三国女子リーグ 

唐津 唐津 ＧⅢ徳山 ＧⅢ唐津 徳
山 

住
之
江 

丸亀開催 
（ナイター） 

モーニング 
場外発売 

デ  イ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

環境保護のため、まるがめボートでは 
節電に取り組んでいます。 

市職員採用試験 

ペアボート試乗体験参加者募集 
　レースで使用される水面で、プロのレ
ーサーと一緒に乗艇し、レースの雰囲気
を体験しませんか。 
日時＝10月14日豸、11月 
　4日豸午前10時～正午 
場所＝まるがめボート 
対象＝中学生以上60歳未満 
定員＝40人（多数の場合抽選） 
締め切り＝10月14日分：10月7日豸 
　　　　　11月4日分：10月28日豸必着 
申し込み＝はがきかインターネット（http:// 
　www.marugame-kyotei.jp）で応募 
問い合わせ＝競艇事業部 蘂23-5141

ＧⅢ新鋭リーグ戦競走第3戦 

ふ りょ 

職員課 蘂24-8802

◆詳しくは、試験案内または市ホーム
　ページをご覧ください。試験案内
　および提出書類は9月28日貊以
　降に市役所案内所、綾歌・飯山市民
　総合センター、ハローワーク丸亀
　で配布予定です。また、市ホームペ
　ージからダウンロードできます。 

●第一次試験　12月2日豸 
●受 付 期 間　10月31日貉～ 
　　　　　　　　　11月14日貉 

職　種 

土木（経験者対象） 

採用予定人数 

2人程度 

　市営住宅入居者 
資格＝①市内に住居が必要②住宅に
　困窮③市町村税などを完納④同居
　家族がいる（単身で入居できる場
　合あり）⑤収入が基準の範囲内⑥
　暴力団員を除く⑦持ち家など固定
　資産を所有していない 
募集住宅＝城東、外浜、今津、原田
　の各団地 
申込期間＝10月1日豺～5日貊 
選考方法＝募集戸数を上回ると抽選 
抽選日＝10月10日貉 
入居条件＝敷金と連帯保証人1人 
注意事項＝申込時は申込書のみ。そ
　の他の必要書類は当選者のみ提出。 
〈特定公共賃貸住宅の入居者〉 
　中堅所得者向け住宅（富士見団地
の一部、平山ハイツ）は随時募集中。 
■問住宅課 蘂24-8814、◯綾業務担当 蘂
　86-5516、◯飯業務担当 蘂98-7957 

　日本語教室受講生 
　市内在住・在勤の外国人の教室です。 
《水曜教室》 
■時10月～平成25年3月の毎週水曜
　午後7時～9時 
■所生涯学習センター 
■定各クラス20人（入門、初級） 
■料6か月2000円 

《日曜教室》 
■時毎週日曜午前10時～正午 
■所生涯学習センター 
■内個別かグループで指導 
■料１回100円 
■申国際交流協会 蘂56-1771 

　熟年からはじめる料理教室参加者 
　高齢期の食生活について、栄養士
と勉強しませんか。 
■時11月12日豺午前9時半～午後1時 
■所ひまわりセンター3階 
■対市内在住の50歳以上の男性 
■定35人(申込順) 
■料300円 
■他米半合、エプロン、三角巾、タオ 
　ル、筆記用具持参 
■申10月29日豺～11月5日豺に、 
　健康課 蘂24-8806 

　市立幼稚園新入園児 
募集期間＝11月5日豺～22日貅 
受付場所＝入園を希望する幼稚園 
　申込書は11月5日豺から各幼稚園
と学校教育課に設置
します。詳しくは広
報丸亀11月号をご覧
ください。 
■問学校教育課 蘂24-8821 
 
 

　地域包括支援センターから 
●「認知症の介護のコツを知る」教室 
■時11月16日貊、30日貊、12月14日
　貊午前10時～11時45分（全3回） 
■所ひまわりセンター4階 
■対市在住で現在認知症の家族を介護
　している人 
■定20人（申込順） 
■内認知症の正しい知識や、介護者同

　士の交流会 
■料無料 
■申10月15日豺～11月9日貊に地域
　包括支援センター 蘂24-8933 
●知って得する介護予防講演会 
■時10月2日貂＝栗熊◯コ1階、4日貅
　＝ひまわりセンター4階、5日貊
　＝飯山総合保健福祉センター2階
　午後2時～3時半（3日とも同じ
　内容、申し込み不要） 
■内歯科衛生士・本田里恵さんによる
　お口を元気にする方法 
■問地域包括支援センター 蘂24-8933 

　エコ丸工房から 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時10月21日豸、28日豸（要予約） 
■対足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円 
●吹きガラス専門講座受講生 
■時水曜コース＝11月21日～3月27日、 
　土曜コース＝11月24日～3月30日 
■所クリントピア丸亀 
■対18歳以上 
■料3万5000円（全15回分） 
■申10月24日貉までに往復はがきで
　クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　児童館から 
●フォトフレームのスウィーツデコ 
■時10月13日貍午前10時半～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定20人 
■他講師は宮下弥生先生 
●ペットボトルのワンちゃんづくり 
■時10月27日貍、28日豸午前10時半
　～11時半 
■対幼児・小学生 
■定各10人 
■申児童館 蘂23-1091

ゆ たん 

しょう 

はす 

募 集  

催 し  

お 知らせ 



太陽光発電 
エアコン・エコキュートの施工 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

薔0120-753-854

訪問医療マッサージ（健康保険適用） 

株式会社サンテ 訪問医療マッサージ 
本社 〒763-0085 丸亀市飯野町東分６８３-１ 

お気軽にお電話ください。 

対象の方は健康保険がご利用になれます 

杖歩行等で介助がなくては通院が困難な方、車いすの
方、寝たきりの方など。医療費の自己負担が１割の方は、 
全身のマッサージ治療が１回が316円～556円です。 
（往診料もこの中に含まれますので、別途のご請求は一切ございません） 

無料体験のご案内 

土
器
川
潮
止
堰
の 

サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を 

　
塩
水
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
、
蓬
莱

橋
の
上
流
に
設
置
し
て
い
る
土
器
川

潮
止
堰
は
、
洪
水
時
に
自
動
で
収
縮

し
倒
れ
ま
す
。
倒
れ
る
と
、堰
よ
り
下

流
の
水
が
増
え
大
変
危
険
で
す
。
サ

イ
レ
ン
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
河
原
に
は
下
り
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

■問
香
川
河
川
国
道
事
務
所
・
土
器
川

　
出
張
所
（
蘂
2
2
―
8
3
1
8
） 

 

１０
月
1
日
〜
7
日
は
「
公
証
週
間
」 

　
公
証
役
場
で
は
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
い
な
ど
、
各
種
の
契
約

書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

■問
丸
亀
公
証
役
場
（
蘂
2
3
―
4
7
 

　
3
4
） 

   

丸
亀
市
社
会
福
祉
協
議
会 

一
般
事
務
職
員
採
用（
一
次
試
験
） 

■時
１０
月
２８
日
豸 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー 

■対
昭
和
５３
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
人
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
（
平

　
成
２５
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
を
含
む
） 

■定
2
人
程
度 

■申
１０
月
１２
日
貊
（
土
・
日
、
祝
日
を

　
除
く
）
ま
で
に
、
同
会
（
蘂
2
2

　
―
5
7
0
0
）。
詳
し
く
は
、ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
２５
年
度
善
通
寺
看
護
学
校
学
生 

■時
１０
月
２５
日
貅 

■所
同
校 

■対
①
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒

　
業
見
込
み
の
人
で
学
校
長
の
推
薦

　
者
②
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

　
卒
業
者
で
出
願
時
ま
で
2
年
以
上

　
就
業
③
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
卒

　
業
者
（
見
込
み
も
含
む
） 

■内
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
小
論
文
、
面
接 

■申
１０
月
1
日
豺
〜
9
日
貂
ま
で
に
、

　
同
校
（
蘂
6
2
―
3
6
8
8
） 

 

不
動
産
無
料
相
談
会 

■時
１０
月
5
日
貊
午
前
１０
時
〜
午
後
4

　
時 

■所
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室 

■内
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
価

　
格
や
土
地
取
引
の
相
談
会 

■問
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
蘂
0
8

　
7
―
8
2
2
―
8
7
8
5
） 

 

第
４１
回
香
川
県
精
神
保
健
福
祉
大
会 

■時
１０
月
３０
日
貂
午
後
1
時
〜
4
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
大
ホ
ー
ル 

■内
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
・
野
村
総

　
一
郎
院
長
に
よ
る
講
演
会
「
う
つ

　
を
生
き
る
」
、
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど 

■料
無
料 

■申
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
（
蘂

　
0
8
7
―
8
3
2
―
3
2
9
4
） 

 

秋
の
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

■時
１０
月
２１
日
豸
午
後
2
時
開
演 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■内
丸
亀
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏 

■料
無
料 

■問
同
ク
ラ
ブ（
蘂
3
3
―
3
9
2
2
） 

 

調
停
制
度
発
足
９０
周
年
行
事 

「
調
停
で
つ
か
も
う
、解
決
の
糸
口
を
」 

■時
１０
月
２５
日
貅
午
後
2
時
〜
4
時
４５
分 

■所
高
松
家
庭
裁
判
所
４
階
大
会
議
室 

■定
４０
人
程
度
（
申
込
順
） 

■内
裁
判
官
に
よ
る
調
停
制
度
の
説
明

　
や
模
擬
調
停
、
庁
舎
見
学
会 

申
込
期
間
＝
１０
月
1
日
豺
〜
１２
日
貊

　
午
前
8
時
半
〜
午
後
5
時
（
土
・

　
日
、
祝
日
を
除
く
）
電
話
受
付 

■申
同
裁
判
所
総
務
課
（
蘂
0
8
7
― 

　
8
5
1
―
1
5
3
7
） 

 

無
料
調
停
相
談
会 

■時
①
１０
月
２０
日
貍
善
通
寺
市
民
会
館

　
2
階
（
善
通
寺
市
）
、
②
１０
月
２５

　
日
貅
丸
亀
市
民
会
館
１
階
、
い
ず

　
れ
も
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■内
交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
、

　
公
害
、
離
婚
、
相
続
な
ど 

■問
善
通
寺
調
停
協
会
（
蘂
6
2
―
0
 

　
3
1
5
）
、
丸
亀
調
停
協
会
（
蘂

　
2
3
―
5
2
7
0
） 

 

平
成
２４
年
度
高
松
矯
正
展 

■時
１０
月
１３
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
4

　
時
、
１４
日
豸
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時 

■所
高
松
刑
務
所
（
高
松
市
） 

■内
高
松
少
年
鑑
別
所
・
沖
中
祐
三
所

　
長
に
よ
る
講
演
「
最
近
の
非
行
少

　
年
に
つ
い
て
―
少
年
鑑
別
所
の
実

　
務
か
ら
―
」、
パ
ネ
ル
展
、
刑
務
所

　
作
業
製
品
販
売
、
施
設
見
学
な
ど 

■問
同
刑
務
所
（
蘂
0
8
7
―
8
2
1

　
―
6
1
1
9
） 

 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他  

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ 

せ
き 

第
１０
回
丸
亀
認
知
症
の
予
防
と 

介
護
を
考
え
る
会 

■時
１０
月
１８
日
貅
午
後
7
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
大
会
議
室 

講
師
＝
回
生
病
院
・
香
川
公
一
副
院
長 

■料
無
料 

■問
市
医
師
会（
蘂
2
2
―
4
8
0
9
） 

 

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

多
言
語
活
動
講
演
会 

■時
１０
月
２１
日
豸
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階 

■料
無
料 

■他
託
児
無
料
（
要
予
約
） 

■問
同
ク
ラ
ブ
・
佐
々
木
さ
ん
（
蘂
0
 

　
9
0
―
2
1
1
7
―
3
1
0
7
） 

 

難
聴
者
や
中
途
失
聴
者 

そ
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ 

■時
１１
月
4
日
豸
午
後
1
時
〜
3
時
半 

■所
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
7
階

　
大
会
議
室
（
高
松
市
） 

■内
講
演
「
東
日
本
大
震
災
―
聴
覚
障

　
害
者
が
得
た
教
訓
と
は
、
再
び
被

　
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
―
」
、

　
㈱
ワ
ー
ル
ド
パ
イ
オ
ニ
ア
代
表
・

　
中
園
秀
喜
さ
ん
に
よ
る
「
私
の
歩

　
ん
で
き
た
道
…
…
『
聞
こ
え
』
の

　
バ
リ
ア
解
消
へ
の
提
言
」 

■料
無
料 

■他
要
約
筆
記
者
に
よ
る
文
字
通
訳
を

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示
・
手
話
通
訳 

■問
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会
（
フ

　
ァ
ク
ス
で
受
け
付
け
迯
薨
0
8
7

　
―
8
8
9
―
0
5
6
2
） 

 

京
極
高
和
公
没
後
3
5
0
年 

「
報
恩
感
謝
の
集
い
」 

■時
１１
月
3
日
豢
午
前
１０
時
半
受
け
付
け 

■所
法
音
寺
（
南
条
町
） 

■内
高
和
公
の
功
績
に
つ
い
て
講
話
な
ど 

■料
無
料 

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
讃
岐
京
極
会
・
片
山

　
さ
ん
（
蘂
2
4
―
0
6
3
6
） 

 

第
8
回
丸
亀
市
社
会
福
祉
大
会 

■時
１０
月
２６
日
貊
午
後
１
時（
式
典
）、

　
午
後
2
時
（
遺
品
整
理
人
・
吉
田

　
太
一
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
） 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■問
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
蘂
2
2
―

　
5
7
0
0
） 

 

市
民
会
館
か
ら 

●
「
宝
く
じ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

　
大
阪
交
響
楽
団
演
奏
会 

■時
１０
月
２７
日
貍 

　
午
後
6
時 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■内
大
阪
交
響
楽
団
と
地
元
ソ
リ
ス
ト

　
に
よ
る
演
奏
会 

■料
全
席
自
由
席
＝
一
般
3
0
0
0
円
、

　
高
校
生
以
下
1
5
0
0
円
（
宝
く

　
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
） 

●
市
民
が
主
役
の
舞
台
芸
術
発
表 

　
冬
の
祭
典 

■時
１２
月
1
日
貍
〜
平
成
２５
年
2
月
２８ 

　
日
貅 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■内
市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動

　
を
支
援
す
る
た
め
に
、
発
表
の
機

　
会
と
場
所
を
提
供 

■申
１０
月
1
日
豺
〜
１１
月
３０
日
貊
同
館

　
へ
申
込
書
類
を
提
出 

■問
同
館
（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
ア
ー
ト
遊
園
地 

in
商
店
街 

■時
１０
月
２８
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
4

　
時 

■所
丸
亀
中
央
商
店
街
一
円 

■内
巨
大
ダ
ン
ボ
ー

　
ル
丸
亀
城
天
守
、

　
平
成
の
丁
石
な

　
ど
の
展
示
や
組

　
み
立
て
。
シ
ー

　
ソ
ー
な
ど
の
遊

　
具
で
遊
べ
ま
す
。 

■問
丸
亀
商
工
会
議
所 

　
（
蘂
2
2
―
2
3
 

　
7
1
） 

 

キ
ャ
ラ
★
フ
ェ
ス
6 

■時
１０
月
２０
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
5

　
時 

■所
丸
亀
中
央
商
店
街
一
円
、
猪
熊
弦

　
一
郎
現
代
美
術
館
ゲ
ー
ト
プ
ラ
ザ 

■内
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
ス
テ
ー
ジ

　
シ
ョ
ー
、ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
大
会
な
ど 

■問
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
（
蘂

　
0
8
7
―
8
8
7
―
0
3
0
0
） 

   

誰
で
も
楽
し
く
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か 

●
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室 

■時
１０
月
5
日
〜
１２
月
１４
日
の
毎
週
金

　
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時 

●
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室 

■時
１０
月
5
日
〜
１２
月
１４
日
の
毎
週
金

　
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時
４５
分 

●
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク 

■時
１０
月
6
日
〜
１２
月
１５
日
の
毎
週
土

　
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時
４５
分 

■所
飯
山
総
合
運
動
公
園
体
育
館 

■他
参
加
料
必
要
（
各
教
室
全
１０
回
） 

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

 

税
務
講
習 

■時
１０
月
１６
日
貂
、
２３
日
貂
、
３０
日
貂

　
午
後
1
時
１０
分
〜
5
時
１０
分 

■所
香
川
県
立
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校 

■対
在
職
者 

■定
１５
人 

■内
職
場
な
ど
で
必
要
な
税
金
の
基
礎

　
的
な
知
識
を
習
得 

■料
3
0
0
0
円 

■申
１０
月
9
日
貂
ま
で
に
、
同
校
（
蘂

　
2
2
―
2
6
3
3
） 

 



助けあいの心から 
うまれた保障 

香川県民共済 
生活協同組合 

お申込年齢／0歳～70歳未満の方 
※＝自動継続 

こども型 こども型 総合型 熟年型 

0歳 65歳 85歳 18歳 
※ 

元気なお子様を 
しっかりサポート 

 
こども型 

65～85歳 
まで幅広く保障 

熟年型 

入院保障も 
死亡保障も 
セットされた 

総合保障型 

香川県内の 
住　居 

新型 
火災共済 

〒760-0018 高松市天神前5-18 
ルモンド田中4Ｆ 

お問い合わせと 
資料のご請求は 蕁087-862-3373㈹ 

http://www.kagawakenminkyosai.or.jp/ホームページ 県民共済  検索  

宮 野宮 野 病 院病 院  
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蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 
蘆グ ル ープホ ーム　あ や うた 
蘆デ イ サ ー ビ ス　く り く ま 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

関連 
施設 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

●「ゆるキャラ站
グランプリ2012」
に、市のキャラク

ター骨付じゅうじゅうが参戦。みん
なで応援しよう！（くぅちゃん）● 
今月は秋の行事が目白押し♪私も人
生の一大イベントを迎え、新生活が
スタート（凛）●キレのある動きが
魅力の「久次郎さん」。今後の活躍に
期待（もり）●夜ごと、秋の虫たち
の演奏会。カレンダーも残り3枚。
本紙表紙の作品募集中です（中年明） 

 

第
１５
回
丸
亀
う
ち
わ
技
術
・ 

技
法
講
座
受
講
生 

　
丸
亀
う
ち
わ
の
基
本
的
な
技
術
・

技
法
を
１４
日
間
で
習
得
す
る
講
座
。 

■時
１１
月
１０
日
貍
〜
２５
日
豸
の
午
前
9

　
時
〜
午
後
5
時
（
月
曜
休
講
） 

■所
う
ち
わ
の
港
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

■定
１０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面

　
接
で
決
定
） 

■料
無
料 

■申
１１
月
3
日
豢
ま
で
に
、
同
ミ
ュ
ー

　
ジ
ア
ム
（
蘂
2
4
―
7
0
5
5
） 

 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
丸
亀
第
2
団 

■時
１０
月
7
日
豸
午
後
1
時
〜
3
時 

■所
城
内
資
料
館
前 

■対
小
学
生
の
男
女
（
来
春
入
学
す
る

　
児
童
も
可
） 

■問
同
団
・
植
野
さ
ん
（
蘂
2
5
―
1

　
4
1
3
） 

 

俳
句
入
門
講
座
「
俳
句
を
楽
し
も
う
」 

■時
１０
月
１３
日
〜
１２
月
8
日
の
毎
月
第

　
2
、
4
土
曜
の
午
前
１０
時
〜
正
午

　（
全
5
回
、1
回
の
み
の
参
加
も
可
） 

■所
香
川
短
期
大
学
渚
荘（
宇
多
津
町
） 

■料
1
回
5
0
0
円 

■他
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
持
参 

■申
各
回
前
日
ま
で
に
同
校
（
蘂
4
9

　
―
5
5
0
0
、
8
0
5
3
） 

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生 

●
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
自
動
化
・
省
力
化

　
機
器
の
制
御
技
術 

■時
１０
月
２０
日
貍
、
２７
日
貍 

■料
8
4
0
0
円 

●
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
プ

　
ロ
グ
ラ
ム
開
発
技
術 

■時
１０
月
２０
日
貍
、
２７
日
貍 

■料
8
9
0
0
円 

●
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
実
践
技
術 

　
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
編
） 

■時
１０
月
２０
日
貍
、
２７
日
貍
、
１１
月
１０

　
日
貍
、
１７
日
貍 

■料
1
万
8
7
0
0
円 

●
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
に
よ
る
組
み
込
み
の
た

　
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
技
術 

■時
１０
月
２７
日
貍
、
１１
月
１７
日
貍 

■料
2
万
3
7
0
0
円 

■問
同
校
（
蘂
2
4
―
6
2
9
8
） 

 

キ
ク
の
花
つ
み
と 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験 

■時
１０
月
２０
日
貍
①
午
前
9
時
半
〜
１０

　
時
、
②
午
前
１０
時
１５
分
〜
１１
時
半 

■所
①
キ
ク
栽
培
圃
場
（
高
松
市
） 

　
②
園
芸
総
合
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
） 

■対
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者 

■定
１５
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
） 

■料
1
組
5
0
0
円 

締
め
切
り
＝
１０
月
１２
日
貊
（
必
着
） 

■申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）
、

　
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
か
フ

　
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
県
農
業
生
産

　
流
通
課
内
花
の
里
か
が
わ
推
進
委

　
員
会
事
務
局
「
花
育
係
」
（
蘂
0

　
8
7
―
8
3
2
―
3
4
2
2
、
薨

　
0
8
7
―
8
3
7
―
2
4
8
1
、

　
〒
7
6
0
―
8
5
7
0
高
松
市
番

　
町
4
―
1
―
１０
、
メ
ー
ルs

e
iryu
 

　@
p
re
f.ka
g
a
w
a
.lg
.jp

） 

 「
無
事
か
え
る
」
の
カ
エ
ル
を 

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か 

■時
１０
月
１８
日
貅
午
前
１０
時 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■定
１０
人 

■料
3
5
0
円 

■他
針
、
糸
、
は
さ
み
を
持
参 

■申
小
阪
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
9
7
7

　
9
―
6
7
2
9
） 

 「
船
ハ
イ
ク
」
島
巡
り
ウ
オ
ー
ク 

■時
１０
月
２８
日
豸
午
前
7
時
半
に
丸
亀

　
港
集
合
（
小
雨
決
行
） 

■所
高
島
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物
館
（
岡

　
山
県
笠
岡
市
） 

■内
約
5
誅
誡
の
山
道
ウ
オ
ー
ク
と
同

　
博
物
館
見
学 

■定
５０
人
（
申
込
順
） 

■料
4
5
0
0
円
（
昼
食
代
、
保
険
料

　
含
む
） 

■他
帽
子
、
歩
き
や
す
い
靴
、タ
オ
ル
、

　
水
筒
持
参 

■申
１０
月
3
日
貉
か
ら
受
け
付
け
開
始 

　
市
体
育
協
会（
蘂
2
4
―
6
2
5
1
） 

香
川
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座 

《
は
じ
め
て
体
験
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
》 

■時
１１
月
１１
日
豸
午
後
1
時
〜
5
時 

■所
同
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
専
攻
科
棟

　
1
階
（
三
豊
市
） 

■対
小
学
生
高
学
年
〜
中
学
生
（
小
学

　
生
は
保
護
者
同
伴
も
可
） 

■定
１０
人
（
申
込
順
） 

■料
無
料 

■申
１０
月
１５
日
豺
か
ら
、
同
校
総
務
課

　（
蘂
0
8
7
5
―
8
3
―
8
5
0
7
） 

 

家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
こ
う 

■時
１０
月
２７
日
貍
・
２８
日
豸（
小
雨
決
行
） 

■所
畦
田
キ
ャ
ン
プ
場
（
綾
歌
町
） 

■対
幼
稚
園
か
ら
中
学
生
ま
で
の
親
子 

■定
１５
組
（
申
込
順
） 

■料
中
学
生
以
上
1
5
0
0
円
、
小
学

　
生
1
0
0
0
円
、
園
児
3
0
0
円 

締
め
切
り
＝
１０
月
２０
日
貍 

　
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
市
レ 

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
蘂
0
9
0

―
8
6
9
7
―
5
2
1
6
） 

 

薬
の
上
手
な
使
い
方
を
考
え
よ
う 

　
１０
月
１７
日
貉
〜
２３
日
貂
は
、
薬
と

健
康
の
週
間
で
す
。
薬
は
用
法
・
用

量
を
守
り
、
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し

て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。 

■問
県
薬
務
感
染
症
対
策
課
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
2
―
3
2
9
9
） 

公
正
な 

　
採
用
選
考
の
た
め
に 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

筺 

め じろ 

 
●おはなし会 
飯山＝10月13日貍 
　　　午後2時 
綾歌＝10月20日貍 
　　　午前10時半 
中央＝10月27日貍 
　　　午後3時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝10月21日豸 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●ハロウィンの 
　ゆらゆらモビール 
日時＝10月13日貍 
　　　午後1時半 

場所＝中央図書館 
対象＝幼児、小学生 
定員＝20人（申込順） 
●市内小中学生読書 
　感想文等入選作品展 
日時＝10月23日貂～ 
　　　11月5日豺 
場所＝中央図書館 
●ブックバンク 
  （本の交換会） 
日時＝10月21日豸 
　　　午前10時～ 
　　　午後2時 
場所＝中央 
　　　図書館 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　8日、22日、29日、31日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　1日、8日、22日、31日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　1～10日、15日、29日、31日 

『政治のニュースが世界で一番スッキリわかる本』 
瀧澤中・著（日本文芸社） 

　税と社会保障の一体改革って何？政治家の本当の仕事は？ 選挙や
国会などの基本から、消費税やＴＰＰといった話題のテーマまで網羅し
て、豊富なマンガと情感豊かな対話形式で、政治のしくみを解説する。 

『日常を、ここちよく』 
有川真由美・著（ＰＨＰ研究所） 

『ずかんヘンテコ姿の生き物』 
今泉忠明・監修（技術評論社） 

　姿形の変わったヘンテコな生き物を選び、陸・空・水の3つの生活
環境に分けて、その暮らしや生態を、写真やイラストで紹介。適応や
進化の話なども収録する。 

　モノを減らす、暮らしを整理する、おしゃれを楽しむ、心と体の健
康を保つ･･････。自分が主役になってすっきりシンプルでここち
よい「生活スタイル」をつくり出すためのヒントを紹介する。 

10月の休館日 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１９ １８ １８ 

ほ 

　
求
人
募
集
の
際
、
雇
用
す
る
側
は
「
健

康
な
人
」「
明
る
い
人
」

「
標
準
的
な
家
庭
の
人
」

な
ど
の
条
件
を
付
け
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
が
、

客
観
的
な
基
準
が
な
く
、

不
公
平
な
採
用
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
採
用
面
接
で
は
、
就

職
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
の
あ
る
質
問
（
①

本
籍
②
家
族
の
職
業
・

続
柄
③
家
族
の
地
位
・
学
歴
・
収
入
④

家
族
の
資
産
⑤
住
居
状
況
⑥
宗
教
⑦
支

持
政
党
⑧
生
活
信
条
⑨
尊
敬
す
る
人
物

⑩
思
想
⑪
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
⑫
生
活

環
境
に
関
す
る
作
文
な
ど
）
を
し
な
い

よ
う
に
行
政
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
、
本
人
に
責
任
の
な
い
事

項
、
自
由
で
あ
る
べ
き
事
項
で
、
資
質

や
能
力
と
無
関
係
で
あ
り
、
面
接
の
流

れ
で
、
う
っ
か
り
聞
い
た
事
柄
で
も
応

募
者
の
人
権
を
侵
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
面
接
で
は
、
応
募
の
動
機
な
ど
本
人

の
意
欲
や
能
力
を
判
断
で
き
る
質
問
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、
▽
緊
張
を
ほ
ぐ

す
た
め
に
、
身
近
な
問
題
、起
床
時
間
、

趣
味
、筆
記
試
験
の
感
想
な
ど
を
聞
く
。

▽
適
正
や
能
力
・
意
欲
な
ど
を
判
定
す

る
た
め
に
会
社
の
印
象
、志
望
の
動
機
、

得
意
な
学
科
、本
人
の
長
所
、資
格
や
技

能
な
ど
を
聞
く
。▽
本
人
の
就
職
意
思
を

確
認
す
る
た
め
に
残
業
や
出
張
・
転
勤

な
ど
に
つ

い
て
考
え

を
聞
く
な

ど
で
す
。

（
参
考「
採

用
」
香
川

県
・
香
川

労
働
局
・

ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
） 



山 本　一 輝ち
ゃ
ん 

ヒイラギモクセイ ヒイラギモクセイ 

ヒイラギとギンモクセイの雑種である
と考えられています。花が咲くと、一
面によい香りが漂います。（飯山町・三
谷団地子どもの遊び場） 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
1
へ 

仁信　胡奈ち
ゃ
ん（左） 

こ に のぶ な 

寿太郎ち
ゃ
ん（右） 

た じゅ ろう 

（H19.8.13生） 

（H21.6.17生） 

垂 水 町  

やま もと かず き 

（H21.11.2生） 
飯 山 町  

いつも賑やか！これからも可愛いや
りとりで私たちを笑顔にしてね螢 

障害を持って産まれたかずくん。 
愛くるしい瞳に癒やされます。 

N
o
.9
1
 

1
0
月
1
日
発
行
 

平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
） 1
0
月
号
 

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課
 

〒
７６３
-８５０１

丸
亀
市
大
手
町
二
丁
目
3
番
1
号
 

T
E
L
2
3
-2
1
1
1（
代
表
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
ttp
://w
w
w
.c
ity.m

a
ru
g
a
m
e
.lg
.jp

広
報
丸
亀
 

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

資
料
資
料
館
へ
行
こ
う 

資
料
館
へ
行
こ
う 

午
前
9
時
半
〜
 

　
　
午
後
4
時
半
 

■
会
場
＝
資
料
館
1
階
企
画
展
示
室 

■
休
館
日
＝
月
曜 

■
入
場
料
＝
無
料 

〜
明
治
・
大
正
・
昭
和
か
ら
〜 

か
わ
い
い
・
た
の
し
い
・
な
つ
か
し
い 

お
も
ち
ゃ
百
貨
百
貨
店
展 
お
も
ち
ゃ
百
貨
店
展 
秋 秋 10

6
貍 

1111
2525
豸 

10
6
貍 

11
25
豸 

〜 

い
つ
の
時
代
に
も
、子
ど
も
た
ち
の
そ
ば
に
は
、お
も
ち
ゃ
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
展
覧
会
は
、姫
路
市
の
日
本
玩
具
博
物
館
所
蔵
の
資
料
を
中
心
に
、市
内
の
鉄
道
模
型
コ
レ

ク
タ
ー
の
電
車
や
ジ
オ
ラ
マ
の
展
示
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。 

資料館 蘂22-5366
 

関
連
行
事 

 

資
料
館
講
演
会 

日
　
時
＝
１０
月
２１
日
豸

午
後
1
時
半 

場
　
所
＝
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

内
　
容
＝
簡
単
な
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
を
含
め
た
講
演
会 

定
　
員
＝
先
着
６０
人
　
【
参
加
無
料
】 

テ
ー
マ
＝
「
子
ど
も
の
よ
ろ
こ
ぶ
伝
承
玩
具
」 

講
　
師
＝
日
本
玩
具
博
物
館
館
長
　
井
上
重
義
さ
ん 

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

日
　
時
＝
１０
月
２１
日
豸

午
後
3
時
半 

場
　
所
＝
１
階
企
画
展
示
室 

内
　
容
＝
日
本
玩
具
博
物
館
の
井
上
館
長
が
今
回
の
展

　
覧
会
の
見
所
を
解
説
し
ま
す
。
　
【
聴
講
無
料
】 

 

「
巨
大
ダ
ン
ボ
ー
ル
丸
亀
城
天
守
」
の
展
示 

日
　
時
＝
１０
月
３０
日
貂
〜
１１
月
２５
日
豸 

場
　
所
＝
１
階
ロ
ビ
ー 

 

国指定重要文化財 
蘇鉄図（与謝蕪村筆）  特別公開 
日　時＝11月3日豢・4日豸午前9時～午後4時 
展示品＝紙本墨画蘇鉄図四曲屏風１双他 
場　所＝妙法
　寺（富屋町） 
拝観料＝無料 
 

咸臨丸塩飽島寄港 
150周年記念事業 
研究発表会─塩飽の人たちの学びへの想い─ 
　咸臨丸がオランダへの留学生を長崎へ送る途中、本島に寄
港して今年で150年になるのを記念した、塩飽出身の水夫や
塩飽地域の教育についての研究発表会 

日　時＝10月7日豸 午後4時半～6時半 
場　所＝市民会館中ホール 
参加費＝無料　　定員＝150人 
問い合わせ＝咸臨丸子孫の会 蘂33-3859

鉄道模型 

文化人形 

妙法寺蘇鉄図 

びょう ぶ 

火ふきゴジラ 

咸
臨
丸 スモーキングロボ 鯉のり童子 

にぎ 


